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復水器

原子炉

自然や環境をまもるために自然や環境をまもるために
◆環境対策の設備

◆勿来発電所での有効利用

◆低炭素社会の実現に向けて

　セメントの原料として、ダムの
建設などに有効利用されます。

　建設材の原料として、有効利用
されます。

　ガス化炉から石炭灰を溶融した
ガラス状のスラグが排出されま
す。セメントの原材料や道路の
舗装材に有効利用されます。

　燃料ガスの中に含まれる窒素
酸化物を、アンモニアを入れて
反応させ、窒素と水蒸気に分解
します。

　静電気を利用して、燃焼ガス
の中の細かな灰を電極に集め、
取り除きます。

　燃焼ガスの中に含まれる硫黄
酸化物を、石灰石スラリーと反応
させ、石こうとして回収します。

　下水汚泥を炭状にしたものを
石炭と混ぜて使用しています。

　樹木を伐採・製材した後に出
る残材を加工したものを石炭と
混ぜて使用しています。

勿来発電所では、地球温暖化防止のため、再生可能エネルギーの利用
により、低炭素社会実現に向けた取組みを行っております。

※再生可能エネルギー：　自然現象のサイクルで資源の再生が可能なエネルギー
　　　　　　　　　　　　　（太陽光や太陽熱、水力、風力、木質バイオマス、地熱などのエネルギー）

　発電所サービスビルに設置し、
ビルの電源の一部として使用し
ています。

フライアッシュ 石こう スラグ

炭化燃料木質バイオマス燃料 太陽光発電設備

電気が届くまで
勿来発電所のしくみ

外国から船で石炭・重油を運んで
きます。
　燃料は海外から船で小名浜港に運ばれます。
石炭はトラックで、重油は地下パイプライン
を通して発電所に運ばれます。

細かくされた石炭をボイラーで
燃やします。
　石炭がボイラーで燃やされると、ボイラー
の中のパイプを通る水が熱せられ、高温（約
540℃）・高圧の蒸気が作られます。

タービンに送った蒸気の力で発電機
を回します。
　ボイラーで作られた蒸気の力でタービンの
羽根車を高速回転させて、発電機を回し電気
を作っているのです。

屋内貯炭場に石炭を貯めておきます。
　運ばれた石炭は、屋内貯炭場に貯めておき
ます。貯炭場からベルトコンベアでボイラー
まで運ばれ、最後には粉の状態まで細かくし
て燃やされます。

はいえんだっしょうそうちはいえんだっしょうそうち でんきしゅうじんそうち はいえんだつりゅうそうち

排煙脱硝装置 電気集じん装置 排煙脱硫装置

ー 5ーー 4ーー 3ーー 2ー

復水器

　石油・石炭や天然ガスを燃やして、
水を蒸気にします。この蒸気の力で
タービンの羽根車を回し、これにつな
がっている発電機で電気をつくります。

　石炭をガスにしてガスタービンを回す発電と、そ
のときに発生した熱を利用して水を蒸気にし、蒸気
タービンを回す発電の二つの力で電気をつくります。

火力発電 【従来型火力発電】 【IGCC( 石炭ガス化複合発電）】

火力も原子力も
水力も基本的に
発電のしくみは
同じです。

電気ってどうやってつくるの？電気ってどうやってつくるの？

発電所の種類としくみ
電気は発電所でつくられます。
では、どのようにしてつくられるのかみてみましょう！

勿来第１開閉所（275kV）

新地火力
原町火力

福島第一原子力
福島第二原子力
広野火力

原電東海第二原子力

平変電所
いわき変電所

那加変電所

常磐変電所

須賀川変電所

栃木県

茨城県

福島県

常磐共同火力㈱
勿来発電所

◀送電系統図

勿来発電所の主な歴史
1955年　常磐炭田で採れる石炭を使って電気を作るため、会社を設立

1984年　炭鉱閉山にともない、常磐炭の使用を終了
2008年　炭化燃料を導入
2011年　木質バイオマス燃料を導入
2013年　ＩＧＣＣ発電開始（2020年終了）

猪苗代湖

常磐炭田
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ガス化炉（石炭をガスにするところ）

石炭

排熱回収ボイラー

復水器

蒸気

石
炭
ガ
ス

ガスタービン

排熱

水

石炭ガス

電気

海水

発電機蒸気タービン


